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【３月５日（火）】

質問順位　１　番 議席番号１２番　忠恕ユニット代表　阿部　雅彦　議員
発　　　言　　　の　　　趣　　　旨 答弁者

令和６年第１回（３月）定例会　会派代表質問事項

発 言 事 項

（１）農業従事者の確保と農産物
　　の生産性や食料自給率向上の
　　取組について

（２）久住高原農業高等学校の入
　　学者を増やす取組や卒業生が
　　竹田市で就農していくために
　　竹田市として取り組める事業
　　について

（１）市内中小の業者を守り、事
　　業を継続させたり、新規事業
　　者をサポートする政策につい
　　て

（２）竹田城下町の街並みを守る
　　政策について

（３）企業誘致・観光施策・移住
　　定住施策の取組について

（１）デジタル田園都市構想によ
　　るまちづくりによる市民生活
　　の福祉向上について

（２）地域電子マネーによる利便
　　性の向上や地域振興について

（１）学校統合問題と児童生徒の
　　教育課題における取組につい
　　て

（ア）農業従事者の減少に対する取組と同時に、農産
　　品目ごとの生産を上げ、食料自給率を高めていく
　　政策が必要ではないか。

（ア）農業を学べる高校として更なる魅力アップのた
　　めに、学生寮へのサポートや就農するための場づ
　　くりや住居整備に取り組んではどうか。

（ア）経営者の高齢化や後継者不足等により店舗数が
　　大きく減少していくことが見込まれる。竹田市と
　　して商工業者を支援する取組はできないか。

（ア）現在営業されている店舗やこれから開業してい
　　く店舗を支援し、街並みを守り、保存していくこ
　　とが求められるが、どのようなまちづくりの方向
　　性や事業を考えているのか。

（ア）ＴＳⅯＣ開業を生かした企業誘致・観光施策・
　　移住定住施策にはどのような取組があるのか。

（ア）デジタル化による様々なシステムの構築は行政
　　サービスの窓口や市内公共施設での利便性を高め
　　るだけでなく、市民が行政や民間からの情報を得
　　て、自らの生活の向上に生かすことが重要であ
　　る。そのような取組は用意されているのか。

（ア）たけたんｐａｙによるキャッシュレス化やチャ
　　ージシステムが導入されている。このシステムを
　　常時活用し、通貨の地域内循環や市民の生活向上
　　に効果的に生かしてはどうか。

（ア）小中学校の統合問題や教育施策については、教
　　育関係者や保護者、地域住民とさらに時間をかけ
　　て話し合い、研究や検討を重ねて進めていくべき
　　ではないか。

１．農林畜産業の振興に
　ついて

２．商工観光業の振興と
　まちづくりについて

３．市民ＤＸの取組によ
　る福祉向上と地域振興
　について

４．教育諸課題について



質問順位　２　番 議席番号　１番　創生会代表　賀籠六めぐみ　議員
発　　　言　　　の　　　趣　　　旨 答弁者発 言 事 項

１．市政運営について （１）防災・減災対策について

（２）人材不足・人口減少にあ
　　らがう施策について

（ア）竹田市国土強靭化地域計画の概要と取組を伺う。

（イ）竹田市国民保護計画の概要と取組を伺う。

（ウ）竹田市災害時受援計画の概要と取組を伺う。

（エ）南海トラフ地震対策について、市長の考えを伺
　　う。

（ア）第２次竹田市総合計画に掲げる、令和２７年度の
　　目標人口12,600人に対する取組は。

（イ）令和６年度の主な人口減少対策事業の目的と効果
　　は。

（ウ）本市の出生数の推移をどう受け止めているか。

（エ）若年層に魅力的なまちづくりにどう取り組むの
　　か。

（オ）高校・大学卒業者への市内就職促進の取組は。



質問順位　３　番 議席番　１０番　新生会代表　鷲司　英彰　議員
発　　　言　　　の　　　趣　　　旨 答弁者発 言 事 項

１．市長所信表明で触れ
　た人口減少がもたらす
　諸問題について。

（１）首都圏を除く人口減少は地
　　域に様々な問題を提起してい
　　る。教育環境や労働力不足の
　　問題等、項目を絞ってその内
　　容を問う。

（ア）人口目標
　　　第２次竹田市総合計画で、2045年の目標人口を
　　12,600人と設定したが、その指針と根拠について
　　伺う。

（イ）教育環境
　　　この数年、市内の出生者数は100人を下回ってい
　　る。令和５年４月、市内２中学校が統合された。今
　　後の方向性について一番大切なことは何かを踏まえ
　　て伺う。

（ウ）労働力確保について
　①　外国人材
　　　あらゆるジャンルで労働力不足により、全国的に
　　外国人労働力に頼らざるをえない状況である。令和
　　６年度当初予算に外国人材確保のための予算措置が
　　あるが、その内容について伺う。

　②　介護人材
　　　令和６年度当初予算に介護人材確保に向けた予算
　　措置があるが、その詳細について伺う。


